
 

『
清
心
語
文
』
投
稿
規
程 

 

一
．「
清
心
語
文
」
へ
の
投
稿
は
、
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。
共
著
の
場
合
は
、
筆
頭
著
者
が
そ
れ
を
満
た
し
て
い
れ
ば
投

稿
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
編
集
委
員
会
か
ら
の
原
稿
依
頼
に
関
し
て
は
、
非
会
員
に
対
し
て
も
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

 

一
．
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
国
語
教
育
、
書
道
、
日
本
思
想
史
、
及
び
、
隣
接
領
域
の
研
究
に
関

す
る
未
発
表
の
学
術
論
文
、
資
料
紹
介
（
翻
刻
を
含
む
）、
教
材
研
究
、
実
践
報
告
な
ど
と
し
ま
す
。 

 

一
．
投
稿
原
稿
に
は
氏
名
、
連
絡
先
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
、
及
び
、
合
計
総
字
数
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

一
．
枚
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
〇
～
四
〇
枚
程
度
と
し
ま
す
が
、
詳
し
く

は
以
下
の
厳
守
事
項
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
．
文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
原
稿
の
場
合
は
、
縦
書
き
『
段
数
：
二
段 

文
字
数
：
二
八
字 

×
 

行
数
：
二
〇 

行
』、
横
書
き
『
段
数
：
一
段 

文
字
数
：
三
八
字 

×
 

行
数
：
三
九
行
』
と
し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
に
際
し
て
は
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
二
部
と
U

S

B
メ
モ
リ
等
の
電
子
媒
体
に
収
め
た
デ
ー
タ
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
．
投
稿
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
が
審
査
し
、
採
否
を
決
定
し
ま
す
。 

 

一
．
採
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
稿
お
よ
び
同
封
さ
れ
た
電
子
媒
体
は
返
送
し
ま
せ
ん
。 

 

一
．
論
文
掲
載
の
場
合
に
は
、
本
誌
五
部
を
贈
呈
し
ま
す
。
掲
載
論
文
の
抜
刷
を
希
望
す
る
場
合
は
掲
載
決
定
後
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
抜
刷
費
用
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

※
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

日
本
語
日
本
文
学
会
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
、
学
会
も
し
く
は
学
会
が
委
託
す
る
機
関
に
お
い
て
、
電
子

化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

       

次
回
（
第
二
五
号
）
締
切 

： 

二
〇
二
三
年
七
月
末
日 

必
着 

  

投
稿
先 

： 

〒
700-

8516 

岡
山
市
北
区
伊
福
町
二
丁
目
一
六‐

九 

「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
」 

 

＊ 

必
ず
完
成
原
稿
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

    


